
小川 軽舟　選

一席 山門の奥は薄闇ちちろ鳴く 石川県 川北町 松田　文女

二席 石段をゆづらぬ朝のすがれ虫 石川県 加賀市 鹿野　律子

三席 虫鳴くや大豆畑に日の昇る 佐賀県 上峰町 橋本　めぐむ子

佳作 城址に声しぼり鳴く残る虫 石川県 野々市市 小林　清枝

病室に一泊二日虫の闇 石川県 白山市 亀田　荒太

見霽かす地震の更地や残る虫 石川県 川北町 東　洸陽

地球儀のうすき継目やつづれさせ 石川県 白山市 瀬川　惠

碑に三度母といふ文字昼の虫 石川県 金沢市 柿本　久美

高岡 幸子　選

一席 格子戸を開けてつまずく虫の声 石川県 白山市 清水　志郷

二席 残る虫何処で生まれ現在地 石川県 金沢市 吉井　美朝

三席 虫すだく売物件の立看板 石川県 白山市 南川　玲子

佳作 石垣は城址の名残ちちろ鳴く 石川県 白山市 大浦　春美

虫の音やあの漁火は父と母 石川県 小松市 宮本　青鴻

何ごともなく生かされて真夜の虫 石川県 白山市 宮口　征子

碑に三度母といふ文字昼の虫 石川県 金沢市 柿本　久美

寺の名で届く手紙や虫の秋 千葉県 流山市 篠塚　雅世

中川 雅雪　選

一席 碑に三度母といふ文字昼の虫 石川県 金沢市 柿本　久美

二席 草ひばりキャッチボールの裏通り 石川県 小松市 伊藤　柚良

三席 明達寺裏は野の風虫浄土 石川県 川北町 水橋　眞智子

佳作 樹も石も昨夜の湿りや昼ちちろ 石川県 金沢市 野田　悠美子

城址の翳を深めて虫の声 石川県 野々市市 吉田　正則

くろがねのＤ５１に錆虫嗄るる 石川県 金沢市 杉本　年虹

虫の声千代女句集の墨の色 長野県 長野市 飯島　和一郎

地球儀のうすき継目やつづれさせ 石川県 白山市 瀬川　恵

中西 石松　選

一席 身にしむや畳めば薄き丸眼鏡 千葉県 流山市 篠塚　雅世

二席 秋澄むや支柱の高き大けやき 石川県 珠洲市 中川　雅雪

三席 紅白の鯉鮮やかに水澄めり 石川県 白山市 西　登美枝

佳作 蚊の名残打てぬ仏心千代尼塚 石川県 金沢市 清水　英理子

堂すこし透かし素風を入れにけり 石川県 金沢市 南　　恵子

千代尼塚なぞる色なき風の筋 石川県 川北町 東　　洸陽

虫籠の中を飛び交う緑色 石川県 津幡町 伊達　文葉

呈茶へと裾ひるがへる秋袷 石川県 金沢市 野村　歌代子

西田 梅女　選

一席 色鳥の降りきて暁の寺の歩に 石川県 金沢市 吉原　妙子

二席 秋の蚊のかほど小さきが音も無く 石川県 金沢市 柿本　久美

三席 露けしや破れし千代尼の旅の笠 石川県 金沢市 坂下　信子

佳作 末枯や風に声あり色のあり 石川県 野々市市 吉田　正則

どの石も生きてゐるかに庭の秋 石川県 白山市 辰巳　葉流

声こぼし敏の碑に来る小鳥かな 石川県 金沢市 篠島　安子

終を鳴く声か寺苑の昼の虫 石川県 内灘町 駒形　隼男

萩散りて供花の明るき千代尼塚 石川県 加賀市 出島　達子
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